












研究要旨 

日本人類遺伝学会と日本臨床遺伝学会が対等の立場で研究班を組織し、関連学会の協力を

得て項目①、②に関する各グループ案が共通の認識となりつつある。 

①遺伝カウンセリングを担当する医師を統合する方策を検討し、既成の臨床遺伝学認定医

(人類遺伝学会)や遺伝相談認定医師カウンセラー(臨床遺伝学会)とは別に新しい認定医

(臨床遺伝専門医)をつくることが望ましい。 

②遺伝カウンセラー制度のあり方について検討し、わが国における遺伝カウンセリングは

遺伝専門医と遺伝カウンセラーが協力して行うのを原則とすることおよび遺伝カウンセラ

ーの到達目標と教育についてグループ案がほぼ纏まった。 

③遺伝カウンセリングの活動状況をアンケート調査した結果、全国における遺伝カウンセ

リングシステム化は地域別に構築されることが望ましい。 

④遺伝カウンセリング施設情報、担当する医師の情報、遺伝子検索施設情報のデータベー

ス作成を開始、収集可能な遺伝医療情報を中心にインターネットホームページによる情報

提供の運用テストが開始された。 


